
議題第１号 

 

現行制度に具体的支障があるのか。 

（区域区分制度の具体的課題点・改善点は何か。） 
 

 

【論 点】 

■ プロセス（２）「現行制度の具体的支障」について検討されたい。 

■ なお、前回の会議における主な意見を、別紙のとおり整理したので参考とされたい。 

 

 

【参 考】 

区域区分制度評価・検証のプロセス 

 

プロセス（１） 桜川市の目指す将来都市像とは何か。 

また、将来都市像を実現するための具体的施策等は何か。 

 

【桜川市における将来都市構造の視点】 

      ◆ 桜川市における田園集落群は、地理的合理性を備えて集約し、相互に連携し、自然・ 

田園風景と相まって、現に美しい都市構造を形成している。桜川市では、これら美し 

い集落・自然・田園風景を“市の資産”と捉え、守り、育て、積極的に活用しつつ、 

次世代に継承する。 

        ◆ 田園集落群を基調としながら、市街地に中核的都市機能を集約・確保し、双方を連携 

させる多核連携型都市構造を目指すとともに、必要な調整が図られた良質な民間開発 

については、積極的に取り込み、市の活力とする。 

 

 

プロセス（２） 施策等の実施にあたって、現行制度に具体的支障があるのか。 

          （区域区分制度の具体的課題点・改善点は何か。） 

 

 

プロセス（３） 具体的支障は、現行制度の運用の改善では対処できないのか。 

（地区計画制度・区域指定制度等では対処できないのか。） 

 

 

プロセス（４） 桜川市において、真に望ましい都市計画制度とは何か。 

また、変更後の都市計画制度には、別の支障は生じないのか。 

 


